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は じめ に

前 報(渡 辺,2000)に ひ き っ づ きセ リ科 植 物

の 検 索 図 譜 を紹 介 す る.今 回 は 主 に前 回扱 わ な か

っ た 中 小 型 の セ リ科27種 を収 録 した.こ れ らの 種

は壮 観 や 葉 の形 態 が 似 て い る もの が 多 く,イ ラス

トで比 較 す る こ とは 識 別 の 大 きな助 け に な る もの

と考 え て い る.セ リ科 の 特 徴 や本 図 譜 の 特 徴 に つ

い て は前 報 に述 べ た の で ,参 照 して ほ しい.今 回

の 報 告 も,葉 に よ る検 索 と果 実 に よる検 索 の2種

類 を用 意 し,ど ち らか らで も種 の 同定 が行 な え る

よ う に した.

検 索 の 方 法

1.「 そ の1」 と 「そ の2」 の 区分

本 図 譜 で は道 内産 主 要 セ リ科32種2変 種 を 「そ

の1」 「そ の2」 の 二 つ の グ ル ー プ に分 け て検 索

を作 成 した.「 そ の1」 で は,1。5m以 上 の 高 さ

に な る大 型 種10種 を対 象 と し,「 そ の2」 で は残

りの 小 中 型 種22種2変 種 に 重 複 す る 種 を 含 め た

27種2変 種 を対 象 と した.

そ の1高 さ が1.5m～3mの 種.

そ の2高 さ が1.5m未 満 の 種.

ッ クス に な っ て い る の で,そ の 中 か ら該 当す る種

を特 定 す る.そ れ ぞ れ の 種 の 葉 の イ ラス トは原 寸

で は な い が,葉 一 枚 の全 体 像 の シ ル エ ッ トと一 つ

の 小 葉 の 形状 を線 画 で示 した の で,絵 合 わ せ に用

い る こ とが で き る.基 本 的 な 手 が か りは ,小 葉 の

裂 け方 ・毛 の 有 無 ・色 合 い ・茎 の 形 で あ る.ま た

イラ ス トの下 に主 要 な生 育環 境 を略号 で記 しので,

そ れ も参 照 され た い.

4.果 実 の 検 索

葉 の検 索 と 同様 に,2つ の 図版 か ら な っ て い る

(図3).上 か ら順 に線 を た ど っ て,そ れ ぞ れ の

種 の イ ラ ス トを比 較 して種 を特 定 す る.イ ラス ト

は,果 実 の構 造 を三 面 図(前 報 参 照)で 示 した も

の で,左 上 に 分 果 が 並 ん だ状 態,右 上 に 分 果 を背

面 か ら見 た状 態,左 下 に分 果 を上(柄 と反対 側)

か ら見 た状 態 を示 してあ る.基 本 的 な手 が か りは,

果 実 の 全 体 的 な形,表 面 に あ る で っば り部 分(隆

条)の 出 具 合,毛 や刺 の 有 無,(小)総 苞 片 の有

無 な どで あ る.参 照 の た め に,果 実 の 大 き さ と総

苞 片 ・小 総 苞 片 の有 無 を イ ラ ス トの右 下 に示 して

あ る.そ れ で も判 断 で きな い 場 合 が あ る が,そ の

時 に は葉 の検 索 を併 用 して ほ しい.

2.特 性 一 覧 表

表1に 対 象種 を一・覧 で示 し,そ の 分 布 や生 育 地,

果 実 の 一 般 的 な大 き さを観 察 と 図鑑 な どの 記 述 を

も と に ま とめ た.識 別 の基 準 と な る特 徴 に つ い て

も比 較 可 能 な よ う に ま とめ た の で,検 索 図 の 補 助

に 用 い て 欲 しい.ま た 学 名 や 各 種 図 鑑 等 で の 掲 載

番 号 は,前 報 の表1を 参 照 して ほ しい.

3.葉 の 検 索

そ の2で は2つ の検 索 図 を用 い る(図1).上

か ら順 に線 をた ど る と似 た 葉 の グ ル ー プ ご と に ボ

5.生 育 環 境 別 の 一 覧

図2に は,そ の1の 種 も含 め た32種 を主 要 生 育

環 境 別 に示 した.さ ま ざ まな環境 に 出現 す る種 は,

重 複 して 記 載 して あ る.同 定 し よ う と して い る種

の生 育 環 境 が 分 か っ て い る と きの早 引 き検 索 と し

て利 用 して ほ しい.例 え ば,砂 浜 の セ リ科 植 物 で

あ れ ば,図 の5種 の 中 に 該 当 種 が あ り,さ ら に そ

れ が 三 つ 葉 状 の 葉 を して い れ ば,マ ルバ トウキ で

あ る と,こ の 図 の み で 特 定 で きる.

6.間 違 い や す い種 につ い て
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葉 に細 か い 切 れ込 み が 入 っ て セ リ葉 状 に な る種

14種 は基 本 的 に見 間違 えや す い種 であ る とい える.

特 に エ ゾ ボ ウ フ ウ ・イ ブ キ ゼ リモ ドキ ・カ ワ ラ ボ

ウ フ ウ は,登 山 道 沿 い な どで 同所 的 に 見 られ て 区

別 が 難 しい と思 わ れ る.ミ ヤ マ セ ンキ ュ ウ とカ ラ

フ トニ ン ジ ン,セ ン トウ ソ ウ とシ ラ ネニ ン ジ ン も

生 育 環 境 は 異 な る が,よ く似 て い る 種 で あ る.

ま た有 毒 の ドク ゼ リ をセ リ と,ド クニ ン ジ ンを シ

ヤ ク と誤 認 して食 べ て 中 毒 を起 こ す事 故 が あ る こ

とが 知 られ て い る.

また,葉 に変 異 が 多 く,特 に根 出 葉 と上 部 の茎

葉,下 部 の 茎 葉 で形 態 が 大 き く異 な る よ う な種 で

は,形 態 の 比 較 を慎 重 に行 な う必 要 が あ る.図 版

に も変 化 を示 した が,ウ マ ノ ミツ バ ・バ クサ ンボ

ウ フ ウ ・カ ノ ッ メ ソ ウ ・エ ゾ ボ ウ フ ウ ・イ ブ キ ゼ

リモ ドキ な ど は,さ ま ざ ま な部 位 の 葉 を見 て検 討

して ほ しい.

お わ りに

今 回 収 録 で きな か った 種 と して,ム カ ゴ ニ ンジ

ン ・タニ ミツバ ・ミヤ マ ウ イ キ ョ ウ ・エ ゾ ヤ マ ゼ

ン ゴの4種 が あ る.い ず れ も生 育 地 が 限 られ る種

で 見 る こ と は少 な い と思 う が,筆 者 も未 見 で 未 ス

ケ ッチ の た め に収 録 で きず,残 念 で あ る.今 後 は

これ ら も含 め た 上 で,よ り分 か り易 い 検 索 づ く り

を 目指 したい と思 う.

本 稿 で 用 い た 図 版 は全 て筆 者 の 野 外 ス ケ ッチ ・

採 集 標 本 ス ケ ッチ に基 づ い て い る.誤 りの指 摘 や

改 善 の 提 案 を い た だ けれ ば幸 い で あ る.前 報 で 述

べ た方 々 に お世 話 に な った ほ か,特 に その2で は,

高 山 種 の 果 実 を下 野 嘉 子 さん(北 海 道 大 学 地 球 環

境 科 学 研 究 科)に,ハ マ ゼ リの 標 本 を道 川富 美 子

さん に提 供 して い た だ い た.ま た,宮 原 由 実 さん

にス ケ ッチ の コ ン ピ ュ ー タに よ る清 書 書 き を手 伝

って い た だ い た.以 上 の 方 に感 謝 した い.

引 用 文 献

渡 辺 修.1999:北 海 道 産 主 要 セ リ科 検 索 図 譜(そ

の1・ 大 型 種).知 床 博 物 館 研 究 報 告,20:

15-32.
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表1.中 小 型 セ リ科(そ の2対 象 種)の 一 覧 表

図譜
番号

種 名 属 名 生育地 分布 の特徴 実の特徴
光沢 毛

花の
時期 サイズ 形 圧迫 毛 ・刺 隆条 油管

小総

苞片
総
苞片

1 トウヌマゼリ ヌ7ゼ グ ・ ・ 湿 北 一本 ○ 一 7-8 3 卵 側 『 肋 ○ ○ ◎
2 ウマノミツバ ウ ▽ノ ミ.レγド 林 o 北一琉 ○ 一 7-8 5 卵 背 刺 肋 ○ 一i一

3 ミツバ ミ↓〃 ド 林 ● 北 一 九 一 一
7 4 長 側 一 一 ○ 一 一

4 カノツメソウ カノツメソク 林 ●

北 一九 ○ 一
8-9 4 長 側 一 脈 ○ ○ ○

5 マルバ トウキ マル ノr/Lグ ≠ ・ 海 ・
北 一本n ○ 一 7-8 10 卵 背 △ 脈 ○ ○ ○

6 ハマボウフウ /1マ ボ クフ ク ・ 海 ・ 北 一琉 一 ◎ 6-7 7 1卵 側 毛 肋 ○ ○ 一

7 カワラボウフウ カワラポクフク 岩場 北 一 九 一 一
8 6 卵 背 一 脈 ○ ○}△

8 バクサンボウフウ ノノ 高山 北 一本n
一 一 8 9 卵 背 一 脈 ○ 「 一

9 イブキボウフウ ゲフ羊所ウフウ 草 ・海 ・ 北一近 ○ ○ 7-8 3 卵 側 毛 肋 ○ ○]△
10 エゾボウフウ ユ'ソ〉ガクフ ウ ・ 林 ・ ・

北 一本n ○ 一 6 3 卵 側 一 脈1 一 ○ 一

11 イワ ミツバ ノノ 荒地 帰化 一 一 6 3 卵 側 一 脈1 一 引 }

12 セン トウソウ セン/・クソウ 林 ・ ・ 北 一 九 ○ 一
4-5 3 卵 側 一

脈 一 引 一

13 ハマゼリ /17ゼ グ づ毎 北 一 九 ◎ 一
8-10 2.5 卵 側 一 肋 ○ Ol ○

14 セリ セグ 湿 北一琉 一 一 7-9 3 卵 背 一 丸 ○ OlO
15 ヤブジラミ セフジラミ 草林 北一琉 一 ○ 6-8 3 卵 側 刺 脈 ○ OlO
16 ヤブニンジン 寸7フニニ'ンジ ン ・林 北 一 九 一 ○ 5-6 8 長1側 刺 肋 ○ △1△

17 シラネニンジン シラネこツジン 高山 北 一本n ◎ 一 7-8 4 卵藷 一 肋 ○ OIO
18 イブキゼリモドキ 〃 ・林 一

北 一本n 鞠 一
7-8 3 卵 側 一 丸 ○ 010

19 ドクニンジン だ久=ン ジン 草 … 帰化 一 一 7 4 卵1側 一 脈 ○ Ol ○
20 ノラニンジン ニンジン 草 … 帰化 一 ○ 8-10 3 卵「側 刺 肋 ゴ ○ ◎ !◎
21 ミヤマセンキュウ ミ ヤ7セ ン4=コ ・林 ・ ・

北 一本n
一 一 8 4 卵 背 一 肋 ○ ○ 、[○

22 カラフ トニンジン ノノ ・ 海 ・
北 一本n

一 一
8 4 卵 背 一 肋 ○ OlO

23 シャク シ セク 草 林 ・ 北 一 九 一 ○ 5-6 7 長 側 一 一 一 ○ 「 一

24 ドクゼリ だクゼグ ・ ・ 湿
北 一 九 鯛 一 7-8 2.5 卵 側 △ 丸 ○ Ol△

25 ミヤマ トウキ シシウド 草 … 北 一本n ◎ 一 7-8 5 卵 背 一 脈 ○ ○}△

27 オオバセンキュウ /ノ 草 林 ・ ・ 北 一本n
一 一

8-9 6 卵 背 △ 剃 ・ 01 一

29 アマニ ュウ ノノ 草 林 ・ ・ 北 一本n ○ 一
7-8 6 卵 背 一 肋 ○ 一 一

※ 〈生息地〉は 「山地草原/林 内 ・林縁/海 岸草原/湿 地」の順に一字で示 した。 これらに該当 しない種は 「岩場」 「高山」 「荒 地」 で示 した。

※ 〈分布 〉は 「北(北 海道)」 「本(本 州)」 「本n(本 州北部)」 「近(近 畿)」 「九(九 州)」 「琉(琉 球諸島)」 で示 した。

※ 〈花の時期〉は北海道 における一般的な開花時期 を月で示 した。

※ 〈実の特徴〉は、 〈サイズ 〉は長 径(mm)で 、 〈圧迫 〉は果実の圧迫されている向きを 「横」 「背」で、 〈隆条 〉は張り出し具 合を

「肋」 「脈」 「線」 「一(な し)」 「丸」で、〈油管〉は有無を 「○(あ り)」 「一(な し)」 で示 した。

※ 〈小総苞片 〉〈総苞片 〉は、 「O(あ り、◎裂ける)」 「△(1本 あるかな い)」 「一(な し)」 で示 した。
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図1.葉 に よ る検 索(1)

三つ葉状か、三つ葉×3

小葉は卵形

3枚 が単位

●常に3枚 。

●下の葉は5枚 になる。光沢あり。

●切れ込み方に変化がある。

アマニュウ

⑱㊥

3枚 ×3が 単位

●小葉はやや光沢があり、
丸い。・海岸に生育する。

マルパトウキ

㊥

●高山帯の湿った草原に生育する。

バクサンボウつウ

●小葉はやや光沢があり、細

長い。変化が大きい。

カノツメソウ

㊨

切れ込み方は変化が大きい

↓
●切れ込みが深い場合

●小葉は緑白色で、細長い。

イワミツバ 帰化種

エソノバクサンボウつウ ⑧
群生する
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小葉は変わった形

●不規則な切れ込みで、白毛が

密生する。

ハマボウフウ

彦

⑧

●先がとがる。濃い色で光沢

がある。

●小葉が非常に細くなる変化

ホソバトウキ

紫色がかる

(タ張など
蛇紋岩地帯の変種)

羽状で
小葉は細長い

●1回 羽状複葉で小葉は細い

(ト ウ)3～ マ ゼ リ

茎が角張り翼がある

●2-3回 羽状複葉で、粉白色となる。

ド ク ゼ リ

㊧ 蹴 する

●2-3回 羽状複葉で、小葉が逆向き
につく。

オ オバt2ン キ コウ

⑧㊥⑭

一13一

知床 博 物 館 研 究報 告 ・第22集 ・2001

羽状で小葉は
丸く細かい

ハマゼリ

徴
厚み と強 い

光沢 がある

⑧

1灘 る壷

◆次ページの

図へつづく
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図1.葉 に よ る検 索(2)

細かい切れ込

みが入り、セ

リ葉となる。

葉は地面に広がり

高さ20cm前 後

●低地の森林に生育する。

セントウソウ ⑧

藻
やわ らカ・い力竃

光沢がある

●高山帯に生育する。光沢
がある。

シう孕ニンジン

●切れ込みが浅い場合

ヒロハシラ皐
ニンジン

(礼文島産の品種)

小葉が非常に細い

＼

ノうニンジン

鰺

㊥
まばらに毛がはえる

帰化種

小葉は本丙に翼斗犬に

つながる

カワうホウつウ

久

/

β

色は薄いが

厚みがある

②

葉や茎に毛がはえる

●葉の先端が細くなる。

よく枝分かれする。

ヤつジうミ/

●葉は黄緑色で、
五角形状に広がる。

ヤつニンジン

●小葉の先は丸く、柄に柄がない

イつキホウつウ

＼

ゆ ⑭
茎は角張る
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小葉の数は少ない

●小葉は卵形で、鋸歯が粗い。

エソホウつウ

●'」、葉は細く切れ込む。亜高山帯

に多い。

イフ キゼ リモドキ

根出葉

知 床 博物 館 研 究 報告 ・第22集 ・2001

葉は大型で、小葉の数も多い

●小葉は緑白色で、

先端がやや細くなる

ミヤマセンキコウ

●小葉は厚みと光沢がある。

葉は横に広がる。

カうつトニンジン

●小葉は黄緑色で、

茎はよく分枝する。

シャク

⑭

●小葉は緑白色で、細かく

切れ込む。柄 ・茎にはあ

ずき色の斑点がある。

ドクニンジン ㊥
帰化種

一15一
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図2.生 育環境別の出現種一覧

← 開けている環境 暗い環境 →

↑

高

山

標
高

低

山

↓

高 山 ■7シ ラネニンジン型
ミげ・一 一 一一 〇8

.ハク サ ン ボ ウ フ ウ

古

^'触.'一 。;〆

17.シラネニンジン三繋0

21.ミヤマセンキュウ三畿O

●31.オ オカサモチ蒙 ●

27.オオバセンキュヴ撃e

●;巷:弄弓:量;藁ξ

動
07.カ ワラボウフウ

25.ミ ヤマ トウキ 塑

低山の草原

●26、エゾノヨロイグサ'撃e

●28エ ゾニュウ撃0

29ア マニュウ裏o

●31.オ オカサモチ三畿 ●

23シ ャク寒3レ

湿 地 、

01.ヌマゼリ撃 ●

24.ドクゼリ撃 ●

27.オオバセンキュウ撃0

14.セり崇O

.=r5{曽 ・,廿 峡

亜高山の林

18,イプキゼリモドキ豫 ●

1Qエ ゾボウフウヨ畿 ●

21.ミヤマセンキュウ獣e

27.オオバセンキュウ饗0

29ア マニュウ2《o

低山の林

23.シ ャクヨ綬3レ ・

16ヤ ブニンジン毅3■ レ

15.ヤブジラミ三襲 養

1σエゾボウフウ三襲●

藍勤1獲多
29ア マニュウ契o

o3ミ ツバ袈 ●

27.オオバセンキュウ撃O

●31.オ オカサモチ当漣●

●32オ オハナウド9緯O

ぐぢ、、曾、,'拓.、 弓 るで渥 、き4躊,β 浄,:、"、 、壷 、,く ぐ》跳、蒔、'、、 、,翼乳賦、、」、 ,妖'揮 寵

砂 浜

06.ハマボウフウ9●

13.ハマゼリ9り ●

05マ ルバトウキ畏e

22.カラフトニンジン鞭O

●30.エ ゾノシシウド撃O

海 岸 讐
ぐ ル がジ

●3Qエ ゾノシシウド撃eo5.マ ルバトウキ畏O

o29ア マニュウ2《e葎●26.エ ゾノヨロイグサ琴

響擁 薪22蟹 離
馬 人'灘N競"、 ・ 、,崇、'、..}踊

※●は大型種編にのみ掲

載した種

※数字は図譜番号(そ の

1の 表1参 照)

ら ノ　のノ コ　 きべぶ さミが が タど ヘノカ

実のタイプ

3レ 細長い
'灘・ 刺がある

● 卵形で側面から圧迫
O卵 形で背面から圧迫

、蚕薮歳壕り想誘突巌、癖験 戯 健灘 腎'趨、 甑"乱 蕊 恥 ・葺巽、.

葉のタイプ

袈 三つ葉状の葉撃
羽状複葉

当鰻 細かい切れ込みの葉

9そ の他の変形の葉
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図3.実 に よる検 索(1)

細長く、

断面は丸い

横から見る

と丸い

●先端が細くなる。

とげはない。

全体にとげが

密生する

全体に毛が

密生する

シャク

長径7mm

総苞片 ×

小総苞片C

毛やとげは

ほとんどない

●とげの先は曲が
らない。

● とげが密生する

ノうニンジン

長径3m冊

総苞片 ◎
小総苞片 ◎

ヤつニンジン

●とげの先がかぎ状

●全草に白毛が密生。

果実は球状につく。

ウマノミツバ

ハマホウつウ

嶺 長径8mm

総苞片 △

小総苞片 △

◆次ページの

図へつづく

長径5mm

総苞片 △

小総苞片 ○

●とげの先がかぎ状

ヤフジうミ

長径7㎜
総苞片 ×
小総苞片 ○

●茎や実に短毛がある。

イつキホウつウ

長径3冊m

総苞片 △
小総苞片 ○
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図3.実 に よ る検 索(2)

縦長(側 面から

圧迫され丸い)

3す じの隆条

が張り出す。
隆条は丸みがあり、

あまり張り出さない,

隆条は細い脈状で、

ほとんど目立たない。

●上部にふくらみ。

湿地に生育する。

ヌマゼリ

●下部にふくらみ。
海浜に生育する。

ハマゼ リ

●総苞片がある。

亜高山帯に生育する。

イつキゼ リモドキ

小総苞

片がな

い。

●総苞片がない。
湿地に生育する。

ドクゼリ

●先端はとがらない。

旨

長径2.5mm

総苞片 ○

小総苞片 ○

長径25mm

総苞片 ×

小総苞片 ○

セントウソウ

小総苞
片があ
る。

長径'3mm

総苞片 ×
小総苞片 ×

●総苞片もある。
やや細長い。

カノツメソウ

長径4旧 聞

総苞片 ○
小総苞片 ○

●先端とがる。帰化種

イワミツバ

1

長径3mm

総苞片 ×

小総苞片 ×

●総苞片はない。

1エソホウつウ

横から見る
と丸い

毛やとげは
ほとんどない

●総苞片はない。

ドクニンジン

{

羅籍驚
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横長(背 部から

圧迫され平たい)

翼がなく
丸みがある。

翼がある。

●隆条に丸みがある。

セリ

長径3mm
総苞片 ○
小総苞片 ○

●隆条は細い。

シ5字 ニンジン

長径 ▼4冊旧

総芭片 ○

小総苞片 ○

●大型で目立つ

バクサンボウつウ

●大型で目立つ

マルパトウキ
アマニコウ

総苞片がある。

ミヤマセンキュウ

長径4mm

総苞片 ○

小総苞片 ○

力うつトニンジン

長径6m柵

総苞片 ×

小総苞片 ×

長径4mm

総苞片 ○
小総苞片 ○

総苞片がない。

オオバセンキュウ

長径6mm

総芭片 ×

小総苞片 ○

カワうホウつウ

ミヤマトウキ
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